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Challenge

ご利用日の181日前まで キャンセル料は不要です。

ご利用日の180日前～91日前 利用料金（税込）の20％ ※200名以上の場合のみ

ご利用日の90日前～61日前 利用料金（税込）の30％

ご利用日の60日前～31日前 利用料金（税込）の40％

ご利用日の30日前～前日 利用料金（税込）の50％

ご利用当日 利用料金（税込）の100％

各コース費用・取消規定

ご利用日61日前まで キャンセル料は不要です。

ご利用日の60日前～31日前 ＜60日前予約人数＞の「30人以上」または「20人以上」どちらかに
該当する場合、減員分料金（税込）の40%

ご利用日の30日前～前日 ＜31日前予約人数＞の「30人以上」または「20人以上」どちらかに
該当する場合、減員分料金（税込）の50%

ご利用当日 減員分料金（税込）の100％

▶お申込みのキャンセル
<オールキャンセル/日程変更/コース変更の場合> <人数減の場合>

※天災地変、悪天候による交通遅延、病欠、その他弊社がやむを得ないと判断した場合には上記のキャンセルポリシーを除外いたします。
詳しくは弊社までお問い合わせください。 ※ご利用日が複数日にまたがる場合は、初日をご利用日といたします。

Basic Course （中学生対象） 35,000円

Intermediate Course （中学生・高校生対象） 38,000円

Advanced Course （高校生対象） 45,000円

▶Global Mindset 生徒１名様あたりの費用（税込） 最少催行人員：３０名
※左記プラン費用の条件は、参加生徒数30名、3日間としております。ご参加人数、時間
数によって、費用が変動いたします。詳しくは担当者にお気軽にお問い合わせご相談ください。

※宿泊費、食費、交通費などは左記に含まれておりません。
※引率者、添乗員費用は、担当者へお問い合わせください。
※各プランに掲載されている内容の変更はご相談を申し受けます。お気軽にご相談ください。
変更内容により追加費用がかかります。予めご了承ください。

お問合せ

TEL 0120-86596-1

25分 60分 60分 60分 60分 20分

Day
1

チームビルディング

イングリッシュスピー
カーやグループメンバーと自
己紹介をする

アトラクション１，２

空港やホテル、クリニックなど様々なシーンでのリアル英語体験
する

アクティブイマ―ジョン1

グループで協力してニュース番
組を作成する

アクティブイマ―ジョン2

効果的なスピーチの構成と伝
え方のスキルを習得する

フィードック

1日の体験を振り返り、グルー
プメンバーと共有する

＜日程例＞

50分 50分 50分 50分 50分 50分

Day
2

オープニングセレモニー

ゲームなどを通じて、お互
いの気持ちを高めて、
恥ずかしさを取り払おう

スピーキング1

自分自身について
話してみよう

異文化理解1

講師の出身国について
学ぼう

アクティビティ 1
(Fun Time)

・季節に関連するアクティビティ

リスニングと発音 1

・カタカナ英語
・Phoenix

最終発表の準備1

個人またはペア発表
（トピック例）
・スピーキング1で扱った
トピック
・講師の出身国の紹介

Day
3

ウォームアップアクティビティ

異文化理解2
（他グループの講師）
講師の出身国について
学ぼう

スピーキング2

身近な話題について
話してみよう

リスニングと発音 2

・早口言葉
・音の聞き分けなど

アクティビティ 2
(Fun Time)

・講師の出身国に関連する
アクティビティ

最終発表の準備2

・講師と練習してアドバ
イスを受ける
・視覚補助ツールの作成

最終発表

クロージングセレモニー
・講師講評
・修了証授与

▶ オールイングリッシュの環境で、スピーキングを中心に英語を使う楽しさを体感して、
学びの意欲を高めます。

▶ 英語で学ぶ環境により、英語＋異文化理解＋αの学びを体験します。

▶ 英語で意見を述べる、英語を使った協働作業を通じて、グローバルな視点で物事を
考えることを実践します。

中学生対象

受付時間／月～金 9:00～17:00 （土日祝・年末年始除く）

住所／〒135-0064 
東京都江東区青海2-4-32 TIME24ビル 1～3階

施設の利用・予約に関するお問合せ

英語で積極的に表現する姿勢を身につけ、
グローバル社会を生き抜く力を養う

TGG国内留学プラン

中学生・高校生対象

Day2～Day3では、外国人講師が各グ
ループに1名つき指導いたします。（グルー
プあたりの参加者は8名程度で構成
されます。） .
アクティブラーニングの手法を用いた指導
で、数多くの日本人生徒の英語力向上を
達成しております。 .

・ 先生が面白く、異文化理解ができた。

・ 人前で英語を話すのが恥ずかしかった

けれど、堂々と話せるようになった。

・ これからも意欲的に英語を学んでいきたい

と思った。
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東京国際大学 教授

NHKラジオ『基礎英語』全体監修者

TOKYO GLOBAL GATEWAY

プログラム監修者 松本 茂

グローバル化が進展し、対面に加え、オンラインにおいても瞬時に英語「で」やり取りできる人財の育成が

急務になっています。中等教育の現場では、SDGsといった多様な社会課題について英語「で」情報を

インプットし、分析したうえで、自信をもって英語「で」議論したり、レポートを書いたりすることができる

若者を育てることが喫緊の課題となっています。そんなグローバル化に対応した教育へのニーズに応え

るプログラムが、この度TGGとアイエスエイのコラボレーションによって開発されました。日本にいながら

にして、様々な課題について英語「で」ディスカッションし、英語「で」学修したり活動したりすることへの

自己肯定感を高めていきます。世界で活躍する若者を育てるためのgatewayとしてご活用ください。

25分 60分 60分 60分 60分 20分

Day
1

チームビルディング

イングリッシュスピーカーやグ
ループメンバーとゲームなどで
緊張をほぐす

アトラクッション１・２

出発前の空港の土産店や、飛行機の機内、留学先のス
チューデントオフィスなど、様々なシーンでのリアルなコミュニケー
ションを体験する

アクティブイマ―ジョン1

日本伝統文化を英語で紹
介する（風呂敷の使い方や
歴史、日本人のおもてなしの
心を学ぶ）

アクティブイマ―ジョン2

効果的なスピーチの構成と伝
え方のスキルを習得する

フィードバック

1日の体験を振り返り、グ
ループメンバーと意見や感想
を共有する

25分 60分 60分 60分 60分 20分

Day
1

チームビルディング

イングリッシュスピーカーやグ
ループメンバーと英語で自己
紹介する

スピーチテクニック

効果的なスピーチの構成と
伝え方のスキルを習得し、プ
レゼン力を高める

環境維持と地球の未来

環境問題の多面性を理解し、
多角的な視点から考える力
を養う

マーケティング

商品開発や販売促進のための発想力を養う

フィードバック

1日の体験を振り返り、グ
ループメンバーと意見を共有
する

撮影：藤田浩司

＜日程例＞

＜日程例＞

50分 50分 50分 50分 50分 50分

Day
2

アイスブレイキングアクティビ
ティ

お互いに自己紹介しながら、
お互いを理解する

スピーキング１

身近な話題に基づいて自分
のことを英語で言ってみる。講
師やATからの質問に答える

スピーキング２

５W１Hを使った質問を迅
速に行う練習をする

異文化理解

講師の出身国の情報を聞い
て、質問する
日本との違い、その国に対し
て持っていたイメージとの比較
などを小グループで話す

英語プレゼンテーションの基
本と演習

基本を学習した後、1分程
度の短いプレゼンテーションを
即興で行い、講師やATから
フィードバックを受ける

各参加者からAT1人に
プレゼンテーション

トピック：将来の目標/夢
Q&A
宿題：ショートスピーチの準
備（これまでの授業で新たに
発見したことを、理由とともに
３つ述べる）

Day
3

ウォームアップゲーム

ショートスピーチ
各グループごとに、1分程度の
ショートスピーチとATからの
フィードバック
グループメンバーのスピーチに
対し質問をする

ロジカルスピーキング

自分の意見を根拠を示しな
がら相手に伝える

英語ディスカッションに必要な
語彙の習得

英語ディスカッション１

トピック例
海外渡航が自由にできるよう
になったら行ってみたい国とそ
の理由

英語ディスカッション２

トピック例
将来の夢/目標

プレゼンテーションに向けた準
備

プログラムを通して学んだこと
を集大成として人前でプレゼ
ンテーションする

プレゼンテーション

講師、ATによる講評
修了証の贈呈

50分 50分 50分 50分 50分 50分

Day
2

ディスカッションのやり方

ディスカッションに参加する方
法を身につける

自分を知ろう！

自己分析アクティビティを通じ
て、自分の性格を知る

やりたいこと方程式（１）

自分の「好きなこと」「得意な
こと」を考える

やりたいこと方程式（２）

自分の「大切なこと」「本当に
やりたいこと」を考えよう。やり
たいこと方程式を通して、自
分の目標を見つける

自分の意見方程式

「意見とは？」「なぜ自分の
意見を持つことが大切なの
か？」と考え、自分の意見の
作り方を学ぶ

SDGs 
（社会とのつながり）

よりよい世界をめざすための
17の国際目標について学び、
自分ができる社会貢献、自
分自身と社会とのつながりを
考える

Day
3

グローバルとは？

グローバルな視点を持つこと
でどのように自分の将来の可
能性が広がるかを考える

学術分野・キャリア

自分が興味があることは、ど
のような学術分野に当てはま
るのか？それを勉強するとど
のような仕事に就けるのかを
知る

探究学習（１）

「表面的な課題」から「本当
の課題」を見つけ出す考え方
を身に付ける

探究学習（２）

地域の課題を見つけ、解決
策を考える

最終プレゼンテーションの準
備

プログラムの振り返り、学んだ
考え方やコンセプトが自分と
どのような関りがあるかを考え、
プレゼンテーションに作る

最終プレゼンテーション

プログラムを通して見えてきた
自分について、これからやりた
いこと、将来の目標について
発表する

▶ 日本に居ながらにして、異文化に触れ、英語でコミュニケーションを
楽しむ機会をオールイングリッシュの環境で提供します。

▶ 多国籍の外国人、日本人大学（院）生がアシスタントティーチャー（AT）
として、各グループに1名加わり、彼らの経験や価値観を体感して、
異文化を理解します。

▶ グローバルな視野を見聞きすることで、将来のビジョンづくりのヒント
を得ます。海外短期留学・研修の代替プログラムにお勧めです。

海外での生活シーンを想定したアトラクションエリアや体験理解につながる
アクティブイマージョンエリアで、イングリッシュスピーカーとの会話を通して、
英語を使うことの苦手意識の払拭や、異文化理解のきっかけを作ります。

中学生・
高校生 対象

高校生 対象 ▶ 2022年から施行される新学習指導要領「探究型学習」に基づき、「子ども
たちが自分で未来を切りひらいていけるように生きていくための資質・能力
を育む」プログラム構成になっています。

▶ グローバル社会における生徒各々の自己実現に必要な要素を習得します。

▶ プログラムを通じて、①学びに向かう力・人間性の育成、②知識・
技能の習得、③思考力、判断力、表現力を養います。

・自分の力が伸びている事を授業中や授業後に感じることができた。

・習ったことを忘れず、これからも意欲的に英語を学んでいきたい。

・プレゼンテーションは楽しい！ということを知った。

●外国人または日本人大学（院）生が、
各グループに1名アシスタントティー
チャー（AT）・参加者のサポート役として
参加します。1グループあたりの参加者は
7～8名で構成されます。 .

●プレゼンテーションに必要な英語の表現、
知識を学び、アウトプットの機会を多く設定
して、楽しさと悔しさを体験しながら、
理解の深化を図ります。 .

CLIL（内容言語統合型学習）の考え方を取り入れたアクティブイマー
ジョン・エリアは、グループでの実験、企画を通じて、英語と同時に専門
知識を身に付けられることを目指しています。Day1の経験を通じて、
Day2～3のプログラムへの相乗効果を持たせます。

●Day2～Day3は、ISAの米国現

地法人GPI USによる完全オリジ

ナルのカリキュラムです。Student 

Centered Learning と探求型

学習法を通して、生徒が自ら考え、

意見を創り、アウトプット（発信）す

ることで、学ぶことの楽しさに気付

く体験になることを目指しています。

●プログラムは基本的に英語で行

われますが、補助的に日本語で説

明する場合もあります。最終的には、

英語でプレゼンテーションすること

を目指します。

・柔軟な発想の転換やコミュニケーションのコツ・心構えなどを学べた。

・成長していく自分に自信が持て、意欲的になり、自己肯定感が高まった。

・自分の強みと自分に必要なものが見えた。

・学校では学ばない、これからの社会で必要になってくることを学べた。

新型コロナウィルスの世界的な終息が見通せない中、海外研修
を通して新しい人に出会い、新しい考え方に触れる貴重な機会
が失われています。一方で、”with コロナ”の新しい生活様式、
新しい学び方の模索も始まっています。ISA・GPI USでは、これ
まで米国でのグローバル・リーダーシップ研修で培った経験を
もとに、海外研修でしか得ることができなかった体験を、日本
国内での研修を通して実現するグローバル探究教育プログラム、
STEe3Mを開発しました。本プログラムを通して、生徒の皆さん
は日本にいながらグローバルを身近に感じ、これからの時代を
生きるために必要な2つの力（課題解決力、価値創造力）を
身につけ、自分の未来を自ら切り開くヒントを掴み、将来ビジョ
ンの具現化に向けて仲間と切磋琢磨する、それがSTEe3M
プログラムです。 .

STEe3Mプログラムの背景


